
特定開発事業温暖化対策計画書の概要一覧

【平成29年度】
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※

２ 変更(予定)

年月日及び

変更事項

※３

完了

（中止）

年月日

1

倉庫

工場

飲食店

23,435.33

鉄骨造

6階建

建築面積　7,567.845㎡

2 駐輪場 56.28

陽極酸化

塗装複合皮膜アルミ押出形材

1階　建築面積28.28㎡

合計 23,491.61

1 共同住宅 13,816.39

鉄筋コンクリート造

地上7階(158戸)

建築面積 2,970.37㎡

2

ゴミ置場（一部サ

ブエントランス含

む）

77.94

鉄筋コンクリート造

地上1階

建築面積 90.97㎡

3 電気室 35.13

鉄筋コンクリート造

地上1階

建築面積 43.65㎡

4 バイク置場 13.20

鉄骨造

地上1階

建築面積 13.20㎡

5 駐輪場1 19.32

鉄骨造

地上1階

建築面積 19.32㎡

6 駐輪場2 9.24

鉄骨造

地上1階

建築面積 9.24㎡

7 駐輪場3 9.24

鉄骨造

地上1階

建築面積 9.24㎡

8 駐輪場4 9.24

鉄骨造

地上1階

建築面積 9.24㎡

合計 13,989.70

1
共同住宅

（住宅棟）
34,320.32

鉄筋コンクリート造　地上7階(401

戸)

建築面積　6,681.69㎡

2
共同住宅

（共用棟）
384.00

鉄筋コンクリート造　地上1階

建築面積

475.50㎡

3 ポンプ室 12.00
鉄筋コンクリート造　地上1階

建築面積 12.00㎡

4 回廊 0
鉄骨造地上1階

建築面積 65.23㎡

5 駐輪場1 46.00
鉄骨造　地上1階

建築面積 23.00㎡

6 駐輪場2 88.27
鉄骨造　地上1階

建築面積 26.37㎡

7 駐輪場3 88.27
鉄骨造　地上1階

建築面積 26.37㎡

8 駐輪場4 41.20
鉄骨造　地上1階

建築面積 20.60㎡

9 駐輪場5 106.00
鉄骨造　地上1階

建築面積 53.00㎡

10 駐輪場6 49.80
鉄骨造　地上1階

建築面積 15.00㎡

11 駐輪場7 23.20
鉄骨造　地上1階

建築面積 11.60㎡

12 駐輪場8 103.80
鉄骨造　地上1階

建築面積 31.00㎡

13 バイク置場１ 31.72
鉄骨造　地上1階

建築面積 19.52㎡

14 バイク置場２ 26.52
鉄骨造　地上1階

建築面積 16.32㎡

15 バイク置場３ 19.53
鉄骨造　地上1階

建築面積 10.23㎡

合計 35340.63

1 研究施設 6,994.53

鉄骨造

車両開発棟 地上4階

建築面積 1,919.64㎡

3 屋内貯蔵所 21.45

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造

危険物倉庫‐1 地上1階

建築面積21.45㎡

8 その他（庇） 547.39

鉄骨造

排出入ヤード庇　地上1階

建築面積 547.39㎡

合計 7,563.37

1 病院 15,112.54

鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造

地上5階、塔屋1階

建築面積　3,424.89㎡

2
医ガス

機械室等
120.00

鉄骨造

地上1階

建築面積　120.00㎡

3
送迎用

庇
0

鉄骨造

地上1階

建築面積　58.59㎡

4

≀

6

自転車用

駐輪場
87.60

鉄骨造

地上1階

建築面積　44.40㎡

7 ポンプ室棟 8.28

鉄筋コンクリート造

地上1階

建築面積　8.28㎡

8

≀

10

自転車

駐輪場
58.03

鉄骨造

地上1階

建築面積　9.81㎡

11

≀

14

駐車場

清算機用庇
7.43

鉄骨造

地上1階

建築面積　0㎡

合計 15,393.88

1 物販店 5,115.32

鉄骨造

地上2階

建築面積5,226.19㎡

合計 5,115.32

1
住宅

病院
25,497.70

鉄筋コンクリート造

地上5階､地下1階

建築面積6,596.57㎡

2 駐輪場（1） 68.18

鉄骨造

地上1階

建築面積51.37㎡

3 駐輪場（2） 139.89

鉄骨造

地上1階

建築面積77.49㎡

4 駐輪場（3） 137.10

鉄骨造

地上1階

建築面積75.90㎡

合計 25,842.87

1 倉庫 11,802

鉄骨造

地上2階

建築面積　6,606.50㎡

2 自転車駐輪場 15

鉄骨造

平屋建

建築面積　15.42㎡

合計 11,817

1 倉庫 94,696.38

柱鉄筋コンクリート造・梁鉄骨造

地上6階　免震構造

建築面積　16,666.07㎡

2
危険物

貯蔵所
755.86

鉄骨造

平屋建

建築面積 810.31㎡

3 駐輪場 60.00

鉄骨造

平屋建

建築面積 60.00㎡

4 駐輪場 60.00

鉄骨造

平屋建

建築面積 60.00㎡

合計 95,572.24

※１　再生可能エネルギー等の活用に係る検討の結果の表記の説明

　△：検討を行った設備

　●：検討を行い、導入を予定している設備

※２　「再生可能エネルギー等の活用に係る検討の結果」の「その他設備」欄における表記の説明

　高効率空調設備：ヒートポンプ技術を用いた高効率の空気調和設備

　LPガス自動車：ディーゼル代替LPガス自動車

　コージェネ：コージェネレーションシステム（ガスエンジン給湯器及び燃料電池以外で、エネルギー消費効率の高いものに限る。）

　EMS：エネルギーマネージメントシステム（エネルギー消費量の計測、記録及び表示並びにエネルギー利用設備の制御を行う機能を有するものに限る。）

※３　「届出状況」の「変更届」欄における変更事項の表記の説明

措置の内容：温室ガスの排出の抑制を図るため実施しようとする措置の内容

　

再エネ活用検討：再生可能エネルギー等の活用に係る検討の結果に変更があった場合

措置及び評価の目標：特定建築物に係る地球温暖化対策の措置及び評価の目標に変更があった場合

●

・共用部にLED照明設備を導入した。

・建築物の断熱化を図った。

・省エネ高効率給湯器「エコジョーズ」の使用を図った。

・「横浜市緑化地域制度」に基づき、敷地内に10％以上の緑地を設置した。

・建築物の断熱化を図った。（再掲）

・事業の目的、用途に応じた駐輪場を設置した。

・事業の目的、用途に応じた駐車場を設置した。

・「横浜市緑化地域制度」に基づき、敷地内に10％以上の緑地を設置した。（再掲） ・アイドリングストップ等の省エネ運転機械操作を図った。

東急不動産株式会社

代表取締役

岡田　正志

東急株式会社

代表取締役

髙橋　和夫

△分譲マンションの計画 13,705.12

・再生可能エネルギー（太陽光発電）を活用した。

・断熱材サンドイッチパネル外装材の採用による建物の省エネルギー化を実施した。

・断熱材サンドイッチパネル外装材の採用による建物の省エネルギー化を実施した。（再掲）

・「愛川町開発指導要綱」で定める開発面積に対する緑化率3%を超える緑化を行った。(6,059.62㎡

15.20％）

・事業区域内に駐車場133台･ﾄﾗｯｸ待機場23台･自転車置場100台･バイク置場45台･バース台数138台及び荷

捌き場を設置した。

・車両が道路に待機しないようナンバー認証システムを導入した。

棟番号1

・総合評価★★★★Ａ

・地球温暖化への配慮ライフサイクルCO2排

出率73％

・ヒートアイランド現象の緩和スコア2.5

2018/5/1 2020/3/15

2020/1/31

棟番号

用途

延べ面積

構造階数

建築面積

措置の内容

再エネ活用検討

2020/2/18● △コージェネ

棟番号1

・総合評価★★★Ｂ+以上

・地球温暖化への配慮ライフサイクルCO2排

出率80％以下

・ヒートアイランド現象の緩和 スコア3.0以

上

△

・「愛川町開発指導要綱」で定める開発面積に対する緑化率3%を超える緑化を行った。

（6,059.62㎡　15.20%)(再掲）

・環境ラベルのついた建設資材等を積極的に使用した。

・低燃費型建設機械を積極的に使用した。

・アイドリングストップ等の省エネ運転・機械操作を徹底させた。

●
1200

(全て売電）
009 (仮称)愛川町中津物流施設計画 愛川町中津4036番1

野村不動産株式会社

代表取締役

宮嶋　誠一

保管・配送のための倉庫兼事務所

を新築
39,853.61

2020/10/30

2020/4/1

開発事業者

棟番号

用途

延べ面積

建築面積

措置の内容

再エネ活用検討

完了予定年月日

2020/11/10●

棟番号１

【参考】

・CASBEE横浜による総合評価A

2018/4/1● △コージェネ

棟番号１

【参考】

・CASBEE横浜による総合評価B+以上

△007 (仮称)あざみ野二丁目計画
横浜市青葉区あざみ野二丁目29番

1

2017/12/4 2018/8/31

2018/7/25

措置の内容、

完了予定年月日

2018/8/24● △コージェネ

棟番号１

【参考】

・CASBEE横浜による総合評価B+以上

棟番号１

【参考】

・CASBEE横浜による総合評価B+

△

・駐車場、駐輪場を設置した。

・駐輪場内に原付用のスペースを確保した。

・自動二輪用駐車場を設置した。

・専用の荷捌きスペース及び車両出入口を設置した。

・駐車場内に案内板を設置し、アイドリングストップを励行した。

・敷地境界周辺に緩衝緑地帯を配置した。(再掲)

・建物屋上の未利用部分を屋上緑化として実施した。(再掲）

・「横浜市開発事業調整条例基準」で定められている敷地面積に対する緑化率10%を超える緑化とした。

(10.20%、1,249.06㎡）(再掲)

・「横浜市開発事業調整条例基準」で定められている周辺住民が利用できる公園を南西に設置した。ま

た、その公園内に「横浜市の公園設置基準」により出入口部を除き敷地周囲2m部分を緑化した。(再掲)

・改変箇所において一部クスノキ、ソヨゴによる在来種で緑化した。

アイドリングストップを励行した。

グリーン調達を塩ビタイルにて実施した。

△

株式会社エイヴイ

代表取締役

木村　忠昭

増大する住宅の需要に応え、一層

の地域活性化を図るため、道路拡

幅、公園等の都市基盤を整備する

とともに、周辺環境に調和した商

業施設（食品スーパー）を建設す

る。

13,192.70

・開口部を極力減らし、断熱材を用いた建物とした。

・建物に使用する照明器具は積極的にLED照明とした。

・開口部の大きい出入口部分に庇を設置した。

・手動により、室内環境を悪化させない程度に適正な外気量の抑制を実施した。

・敷地境界周辺に緩衝緑地帯を配置した。

・建物屋上の未利用部分を屋上緑化として実施した。

・「横浜市開発事業調整条例基準」で定められている敷地面積に対する緑化率10%を超える緑化とした。

(10.20%、1,249.06㎡）

・建物を西側に配置し、南側道路と北側道路への風の道に配慮した。

・「横浜市開発事業調整条例基準」で定められている周辺住民が利用できる公園を南西に設置した。ま

た、その公園内に「横浜市の公園設置基準」により出入口部を除き敷地周囲2m部分を緑化した。

・開口部を極力減らし、断熱材を用いた建物とした。(再掲)

・開口部の大きい出入口部分に庇を設置した。(再掲)

006 エイビイ新鶴見店 新築工事 横浜市鶴見区江ヶ崎町1570番2

棟番号1

・総合評価★★★B+以上

・地球温暖化への配慮ライフサイクルCO2排

出率107％

・ヒートアイランド現象の緩和スコア3.5

2016/3/1 2017/8/31 2017/8/31△コージェネ

棟番号1

・総合評価★★★B+以上

・地球温暖化への配慮ライフサイクルCO2排

出率110％以下

・ヒートアイランド現象の緩和スコア3.5以

上

●△

・対象範囲における既存樹木を可能な限り保存した。

・道路沿道には緩衝緑地帯として可能な限り低木及び中木を配置した。（再掲）

・「藤沢市緑の保全及び緑化の推進に関する条例」に定められている敷地面積に対する緑化率20%を超え

る緑化を行った。(47.87％、14,639.43㎡)(再掲)

・改変箇所において神奈川県土に適している中木・低木・芝を採用した。

(なつつばき、アベリア、おおむらさきつつじ、きんもくせい、さつき等）

・アイドリングストップを励行した。

・CO2排出量の少ない建設機械を使用した。

・環境ラベルの付いた建設資材を積極的に利用した。

△

・病院棟において自然換気（病室設置の換気窓)､自然採光(光庭、トップライト)を利用する建築設計と

した。

・高効率機器の積極的な採用（高効率（トップランナー）変圧器、LED照明、人感センサー）、エネル

ギーロスの軽減を考慮した最適な運転　方式を行い、CO2削減による環境に配慮した計画とした。

・道路沿道には緩衝緑地帯として可能な限り低木及び中木を配置した。

・排熱設備については、排熱位置を建物上部に設置し、通行者等の影響軽減を図った。

・「藤沢市緑の保全及び緑化の推進に関する条例」に定められている敷地面積に対する緑化率20%を超え

る緑化を行った。(47.87％、14,639.43㎡)

・一般利用者用駐車場184台、スタッフ専用駐車場100台設置した。

・スタッフ・搬入動線を一般利用者動線と交錯しないように配慮した。

・一般利用者用駐輪場75台、スタッフ専用駐輪場50台設置した。

・遠藤283号線、南東側交差点付近で混雑しないよう、南側にも一般駐車場出入口を設置した。

・見通しの良さを確保するため、沿道には高木を植えないよう配慮した。

藤沢市遠藤字打越4430ほか

医療法人健育会

理事長

竹川　節男

急性期医療、地域医療を行う中規

模病院が不足している遠藤地区に

おいて、藤沢市及び地域住民から

の要望が強い計画です。

神奈川県により示された、湘南東

部地区地域保健医療推進指針（平

成25年3月）に則り、保健医療提供

体制を整備するため病院建設を必

要としており、病床協議において

230床の病床の配分も頂いておりま

す。以上のような病院を建設をす

ることを目的とした開発事業を行

います。

30,579.20005 (仮称)湘南藤沢記念病院計画

2018/11/9

土地の位置及び区域

棟番号

延べ面積

建築面積

2019/6/14

棟番号1

・総合評価★★B-以上

・地球温暖化への配慮ライフサイクルCO2排

出率95％以下

・ヒートアイランド現象の緩和スコア3.0以

上

棟番号1

・総合評価★★★B+

・地球温暖化への配慮ライフサイクルCO2排

出率76％

・ヒートアイランド現象の緩和スコア3.0

2017/10/1 2019/5/31●

△コージェネ

△

・居室換気設備には全熱交換器を使用した。

・照明・非常照明・誘導灯器具は全てLEDとした。

・事務所・トイレ・更衣室・廊下等には人感センサーを用いた。

・実験機器室・部品倉庫・車両通路・調整室・実験準備室・事務室等の照明

には昼光利用を行うことができるセンサーを用いた。

・窓ガラスにはペアガラスを用いて断熱化を図った。

・構内の舗装範囲を抑え、緑地面積を確保した。

・窓ガラスにはペアガラスを用いて断熱化を図った。(再掲)

・「神奈川県みどりの協定」に基づく緑化基準を超える緑化を行った。

（21.0%､4,983.39㎡)

・既存の樹木を可能な限り保存した。

・駐車場を設置した。 ・既存樹木を可能な限り保存した。

・「神奈川県みどりの協定」に基づく緑化基準を超える緑化を行った。

(21.0%､4,983.39㎡)(再掲)

・既存の樹木を可能な限り保存した。(再掲)

・構内の舗装範囲を抑え、緑地面積を確保した。(再掲)

・低燃費型建設機械を積極的に採用した。

・アイドリングストップを励行した。

・グリーン調達を積極的に実施し、CO2の排出量の削減に努めた。

△

トヨタ自動車株式会社

代表取締役社長

豊田　章男

風洞実験施設や加振評価装置など

からなる車両開発施設
23,730.45004 (仮称)車両開発施設新設工事

足柄上郡中井町境字道平440番地1

外11筆

2020/2/28

2018/4/1

開発事業者

2019/1/7

開発事業者

2019/4/1

開発事業者

2019/8/14

開発事業者

2020/2/5

開発事業名称

完了予定年月日

措置及び評価の目標

2020/2/6

棟番号1

・総合評価★★★B+以上

・地球温暖化への配慮ライフサイクルCO2排

出率80％以下

・ヒートアイランド現象の緩和スコア2.5以

上

棟番号1

・総合評価★★★★A

・地球温暖化への配慮ライフサイクルCO２排

出率65％

・ヒートアイランド現象の緩和スコア3.0

2018/2/16● ● △コージェネ△● 5.67

・住宅性能評価による省エネルギー等級4を取得した。（外壁：吹付硬質ウレタンフォーム、屋根：硬質

ウレタンフォーム保温版による断熱化を図った）

・住戸に庇（バルコニー）及びカーテンレールを設置し日射遮蔽に配慮した。

・潜熱回収型給湯器を導入した。

・共用部照明設備はタイマー及びセンサーによる制御を行った。

・LED照明設備を導入した。

・太陽光発電設備を導入した。

・「鎌倉市開発事業等における手続き及び基準等に関する条例」で定められている敷地面積に対する緑

地面積の割合(20%)を上回る緑化を行った。

（宅地：20.04%、3262.18㎡/公益用地：20.27%、1057.17㎡/福祉施設用地：23.82%、472.66㎡）

・共同住宅敷地内の中庭及び開発道路沿いに高木等植栽を配置した。

・住宅性能評価による省エネルギー等級4を取得した（外壁：吹付硬質ウレタンフォーム、屋根：硬質ウ

レタンフォーム保温版による断熱化を図った）（再掲）

・住戸に庇（バルコニー）及びカーテンレールを設置し日射遮蔽に配慮した。（再掲）

・共同住宅に

駐車場283台(戸数比70.5%)、

バイク置場33台(戸数比8.2%)、

駐輪場　528台(戸数比131.6%)

を設置した。

・「鎌倉市開発事業等における手続き及び基準等に関する条例」で定められている敷地面積に対する緑

地面積の割合(20%)を上回る緑化を行った。

（宅地：20.04%、3262.18㎡/公益用地：20.27%、1054.17㎡/福祉施設用地：23.82%、472.66㎡）（再

掲）

・共同住宅敷地内の中庭及び開発道路沿いに高木等植栽を配置した。（再掲）

・「鎌倉市開発事業等における手続き及び基準等に関する条例」で定められている開発面積に対して6%

を超える提供公園（約1,562㎡）の設置及び、公園内に高木等植栽を配置した。

・改変個所においてくすのき、かくれみの等の在来種による緑化を行った。

・アイドリングストップを励行した。

・敷地外から土砂の搬入を抑えるため、掘削残土の再利用を敷地内で行った。

三菱地所レジデンス株式会社

第三計画部長

浦手　健司

小田急不動産株式会社

代表取締役

金子　一郎

東急不動産株式会社

住宅事業ユニット

首都圏住宅事業本部

執行役員本部長

佐藤　知之

共同住宅新築の為の開発事業 26,048.15003 （仮称）鎌倉市岩瀬1丁目計画　新築工事 鎌倉市岩瀬1丁目1番1他

2017/9/5 2019/9/30

2018/7/1

開発事業者

2018/7/31

開発事業者

延べ床面積

建築面積

措置の内容

2019/8/1△コージェネ

棟番号１

・総合評価★★★B＋以上

・地球温暖化への配慮ライフサイクルCO２排

出率80％以下

・ヒートアイランド現象の緩和スコア2.5以

上

棟番号１

・総合評価★★★★A

・地球温暖化への配慮ライフサイクルCO２排

出率68％

・ヒートアイランド現象の緩和スコア3.0

2018/9/30

2018/8/2

開発事業者

開発事業名称

完了予定年月日

区域の面積

予定建築物の概要

措置の内容

2018/9/20△

棟番号１

・総合評価★★★B＋

・地球温暖化への配慮ライフサイクルCO2排

出率 88％

・ヒートアイランド現象の緩和スコア2.5
2017/10/20△コージェネ

棟番号１

・総合評価★★★B＋以上

・地球温暖化への配慮ライフサイクルCO2排

出率 88％以下

・ヒートアイランド現象の緩和スコア2.5以

上●

・「厚木市住みよいまちづくり条例に係る特定開発事業の整備基準」の「緑化に関する事項」に基づく

緑化基準を満たす緑化率15%以上の緑化を行った。(15.72％、2,663.81㎡）（再掲）

・「厚木市住みよいまちづくり条例に係る公益公共施設の整備等」の　「公園等の整備に関する事項」

に基づく緑化基準を満たす公共緑地・広場4%を確保した。(4%､707.49㎡）（再掲）

・その公共緑地・広場は「厚木市住みよいまちづくり条例に係る公益公共施設の整備等」の「公園等の

整備に関する事項」に基づく緑化基準30%以上の緑化を行った。(31.79%､224.92㎡)（再掲）

・沿道緑化を図った。

・改変箇所においては、さつきの在来種による緑化を図った。

・リサイクル建材の積極利用を図った。

・アイドリングストップ等の省エネ運転、機械操作を励行した。

△

・アイドリングストップを励行した。

・敷地外から土砂の搬入を抑えるため、掘削残土の再利用を敷地内で行った。

△

・「鎌倉市開発事業等における手続き及び基準等に関する条例」で定められている敷地面積に対する緑

地面積の割合(20%)を上回る緑化を行った。

(緑化率22.44％、緑化面積2006.19㎡)(再掲)

・植栽帯や緩衝緑地帯として、共同住宅敷地内の中庭及び開発道路沿いに高木等植栽を行った。（再

掲）

・提供公園を設置し、高木等植栽を配置した。

・改変箇所にしらかし、いろはもみじ等の在来種による緑化をした。

001

エア・ウォーター株式会社

代表取締役

白井　清司

倉庫業を営む倉庫、工場（生菓子

製造業）、飲食店の新築
17,676.69

002 （仮称）鎌倉市手広5丁目計画 鎌倉市手広五丁目727番3

エア・ウォーター株式会社　厚木冷凍冷蔵物

流センター/株式会社プレシア本社工場
厚木市戸室五丁目1104番1

野村不動産株式会社

住宅事業本部事業開発四部長

橋本　忠治

神鋼不動産株式会社

専務執行役員

住宅開発事業部長

富岡　洋

共同住宅建築の為の開発事業 10,110.20

特定建築物に

係る地球温暖

化対策の措置

の評価の結果

工事の

着手予定

年月日

その他

・住宅性能評価による省エネルギー等級4を取得した。

(外壁：吹付硬質ウレタンフォーム、

屋根：硬質ウレタンフォーム保温版による断熱化を行った)

・住戸に庇(バルコニー)及びカーテンレールを設置し日射遮蔽に配慮した。

・潜熱回収型給湯器を導入した。

・共用部照明設備はタイマー及びセンサーによる制御を行った。

・LED照明設備を導入した。

・「鎌倉市開発事業等における手続き及び基準等に関する条例」で定められている敷地面積に対する緑

地面積の割合(20%)を上回る緑化を行った。

(緑化率22.44%､緑化面積2006.19㎡)

・植栽帯や緩衝緑地帯として、共同住宅敷地内の中庭及び開発道路沿いに高木等植栽を行った。

・共同住宅に

駐車場159台(戸数比100.63%)､

バイク置場11台(戸数比6.96%)､

駐輪場242台（戸数比153.16%)､

を設置した。

・LED照明設備を導入した。

・鋼板サンドイッチパネルを用い建物の断熱を図った。

・鋼板サンドイッチパネルを用い建物の断熱を図った。(再掲)

・「厚木市住みよいまちづくり条例に係る特定開発事業の整備基準」の「緑化に関する事項」に基づく

緑化基準を満たす緑化率15%以上の緑化を行った。(15.72％、2,663.81㎡）

・「厚木市住みよいまちづくり条例に係る公益公共施設の整備等」の　「公園等の整備に関する事項」

に基づく緑化基準を満たす公共緑地・広場4%を確保した。(4%､707.49㎡）

・その公共緑地・広場は「厚木市住みよいまちづくり条例に係る公益公共施設の整備等」の「公園等の

整備に関する事項」に基づく緑化基準30%以上の緑化を行った。(31.79%､224.92㎡)

・事業の目的、用途に応じた駐車場、駐輪場を設置した。

・大型車と歩行者の動線を分離し、場内出入口を2箇所に設け、周辺渋滞の緩和を図った。

● ●△

番号
特定開発事業の

名称

特定開発事業

を行う土地

の位置及び

区域

特定開発

事業者

特定開発

事業の目的

工事の

完了予定

年月日

届出の状況

特定開発

事業を

行う区域

の面積

（㎡）

予定建築物の概要

エネルギー使用

の合理化

ヒートアイランド現象

の緩和

交通環境

への配慮
緑の保全と創出

工事に係る

配慮

太陽光発電

特定開発事業の概要 温室効果ガスの排出の抑制を図るため実施しようとする措置の内容 再生可能エネルギー等の活用に係る検討の結果※１

特定建築物に

係る地球温暖

化対策の措置

の評価の目標

008
（仮称）大和物流株式会社海老名物流セン

ター

海老名市社家字嵯峨野440番1他18

筆

大和物流株式会社

代表取締役

緒方　勇

倉庫業を営む倉庫の建築 12,736.07

・屋根にダブル折板を採用し、建物の熱負荷抑制を図った。

・LED照明設備を採用した。

・屋根にダブル折板を採用し、建物の熱負荷抑制を図った。（再掲）

・「神奈川県土地利用調整条例」に基づき、開発面積に対して25％を超える緑化を行った。

(25.06％、3,192.46㎡）

・「都市計画法」に基づき、開発面積に対して3％を超える公共緑地を確保した。

(3.04％、386.60㎡）

・駐車場、駐輪場を確保した。

・荷さばき場を確保した。

・「神奈川県土地利用調整条例」に基づき、開発面積に対して25％を超える緑化を行った。

（25.06％、3,192.46㎡)(再掲）

・「都市計画法」に基づき、開発面積に対して3％を超える公共緑地を確保した。

(3.04％、386.60㎡)(再掲)

・アイドリングストップを励行した。

△ △ ● △コージェネ

棟番号1

・総合評価★★★B+以上

・地球温暖化への配慮ライフサイクルCO2排

出率80％以下

・ヒートアイランド現象の緩和スコア3.0以

上

棟番号1

・総合評価★★B-

・地球温暖化への配慮評価対象外

・ヒートアイランド現象の緩和 スコア3.0

2018/2/21 2018/10/31 2018/10/17


